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Inawashiro Fire Festa 2009

　

猪
苗
代
の
夏
を
鮮
や
か
に
彩

る
第
六
十
一
回
磐
梯
ま
つ
り
は

七
月
二
十
五
、二
十
六
の
両
日
、

旧
役
場
跡
地
・
お
ま
つ
り
広
場

を
メ
ー
ン
会
場
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
火

に
託
す
二
つ
の
心
『
祈
り
』
と

『
感
謝
』」。

　

二
十
五
日
に
は
、「
音
楽
パ

レ
ー
ド
」
や
「
山
車
と
み
こ
し

の
競
演
」、「
火
の
祭
典
」
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
町
民
が

参
加
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。約
千
人
が
参
加
し
た「
火

の
祭
典
」
で
は
、
磐
椅
神
社
か

ら
運
ん
だ
御
神
火
を
移
し
た
た

い
ま
つ
行
列
が
中
央
商
店
街
を

練
り
歩
き
、
町
内
を
赤
く
染
め

上
げ
ま
し
た
。　

　

二
十
六
日
に
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

の
運
行
や
太
鼓
の
競
演
な
ど
が

催
さ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
々

を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
悪
天
候
の

た
め
、
会
津
磐
梯
山
総
お
ど
り

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。
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01　みこしを横に回転させる小田青年会の裸みこし
は迫力満点
02　音楽パレードに参加した猪苗代小学校の児童
03　猪苗代中学校サッカー部の創作みこし。今年
は野球部も参加しました
04　稚児として行列に参加した古川菜

な

月
つ き

さん（６歳）
05　巫

み

女
こ

を務めた猪苗代中学校の女子生徒 4 人
06　雨の中、太鼓の演奏に聞き入るお客さんのた
めにも頑張ります。福島県ばんだい荘あおば和太鼓
の会
07　今回がお披露目の「 猪

いのしし

君」。猪苗代湖に生えて
いるヨシを使い作製されました。五

ご

穀
こ く

豊
ほ う

穣
じょう

と猪苗代
湖の水質日本一復活への祈りを込めて、猪苗代保育
所の子どもたちと地域活動支援センターのメンバー
がロープを引きました
08　おまつり広場で人気を集めたミニＳＬ　　
09　町内を幻想的な光で包んだたいまつ行列

第
61
回

　

磐
梯
ま
つ
り

「
祈
り
」
と
「
感
謝
」

熱闘 猪苗代  2009
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翁
島
小
学
校
特
設
自
転
車
ク
ラ
ブ
が

子
供
自
転
車
県
大
会
で
三
連
覇

全
国
大
会
で
も
上
位
を
狙
う

Bicycle competition
　

第
四
十
三
回
交
通
安
全
子
供
自

転
車
県
大
会
は
七
月
四
日
、
福
島

市
で
開
催
さ
れ
、
本
町
の
翁
島
小

学
校
特
設
自
転
車
ク
ラ
ブ
が
団
体

の
部
で
見
事
優
勝
、
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
同

ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
で
県
大
会
三
連

覇
、
三
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
で
も
、
六
年
生
の
古

川
有あ

李り

紗さ

さ
ん
が
優
勝
、
川
井
彩あ

や

乃の

さ
ん
が
準
優
勝
と
、
圧
倒
的
な

強
さ
を
見
せ
、
完
全
勝
利
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
内
容
で
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
顧
問
で
、
六
年
生

の
担
任
で
も
あ
る
原
祐ゆ

う

司じ

教
諭
は

「
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
に
よ
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
す
が
、
校
長

先
生
を
始
め
と
し
た
学
校
ぐ
る
み

の
応
援
や
教
頭
先
生
の
指
導
、
そ

し
て
何
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
の
応

援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　

交
通
安
全
協
会
翁
島
分
会
の
皆

さ
ん
は
、
忙
し
い
中
、
仕
事
の
合

間
を
縫
っ
て
指
導
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
指
導
だ
け
で
は
な
く
、

自
転
車
の
調
整
な
ど
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域
の

私は補欠なので、みんなが実力
を出せるように応援やサポート
を頑張りたいです。

団体では 4,700 点以上を目指し
て頑張ります。実技を頑張って
最後をビシッと締めたいです。

学科でも高い点数が取れるよう
に頑張りたいです。実技も満点
を目指して頑張ります。

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
全
国
と
い
う
舞

台
で
は
緊
張
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

休
み
の
日
や
放
課
後
な
ど
、
練
習

を
重
ね
て
き
た
成
果
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
、
平

常
心
で
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
少
人
数
の
学
校
で
も

全
国
で
戦
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
を

見
せ
た
い
で
す
ね
」
と
、
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

主
将
の
川
井
彩
乃
さ
ん
は
、「
学

科
も
実
技
も
満
点
、
チ
ー
ム
と

し
て
は
四
千
八
百
点
満
点
中

四
千
七
百
点
以
上
と
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
」
と
さ
ら

な
る
躍
進
を
誓
い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
八
月
六
日
、
東
京

都
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
広
報

が
皆
さ
ん
の
お
手
も
と
に
届
い
た

こ
ろ
に
は
結
果
も
出
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
き
っ
と
全
力
を

尽
く
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

これが最後の大会なので、実力
を出し切って、みんなで楽しく
競技をしたいです。

団体でも 4,700 点以上を、個人
でも入賞を目指します。落ち着
いて頑張りたいです。

補  鈴木麻美
　Mami Suzuki（6 年）

  4  大竹友貴
　Yuki Otake（6 年）

  3  田村美穂
　Miho Tamura（５年）

 2  川井彩乃
　Ayano Kawai（6 年）

 1  古川有李紗
Arisa Furukawa（6 年）

INTERVIEW

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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福島で一番強い 5 人を紹介（名前の横の数字は大会での発走順序）

01　「来年はわたしたちも」先
輩たちの練習を真剣なまなざし
で見つめる 4 年生
02　チーム一丸で頑張るぞ
右端が原先生

0102
「発進」元気のいい合図と

ともに走り出します。

One For All,
　All For One

優勝を目指して

110㌢の間隔をすり抜ける
スラローム
高い技術が要求されます
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Fire Fighters

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

①
第
六
分
団
②
第
二
分
団
③
磐
梯

町
消
防
団
第
一
分
団

最
優
秀
選
手
▼
指
揮
者
＝
渡
部
雅

史
（
第
二
分
団
）
▼
一
番
員
＝
鈴

木
孝
紀
（
磐
梯
町
消
防
団
第
一
分

団
）
▼
二
番
員
＝
加
藤
聖
大
（
第

二
分
団
）
▼
三
番
員
＝
渡
部
翔
太

（
第
六
分
団
）

　

福
島
県
会
津
地
方
消
防
操
法
大

会
は
八
月
二
日
、
会
津
美
里
町
の

消
防
操
法
訓
練
場
で
開
催
さ
れ
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
第
六
分
団
が

優
勝
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第

五
分
団
が
四
位
で
し
た
。

　

大
会
の
様
子
を
写
真
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

福
島
県
消
防
協
会
猪
苗
代
支
部

の
二
十
一
年
度
消
防
操
法
大
会
は

七
月
十
九
日
、
町
役
場
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

で
は
第
五
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
は
第
六
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
同
支
部
に
所
属
す
る

猪
苗
代
、
磐
梯
両
町
の
消
防
団
が

出
場
し
、
消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
の

正
確
さ
や
放
水
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド

な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
通
り
で
す
。

「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」

①
第
五
分
団
②
磐
梯
町
消
防
団
第

一
分
団
③
第
四
分
団

最
優
秀
選
手
▼
指
揮
者
＝
佐
藤
広

幸
（
第
五
分
団
）
▼
一
番
員
＝
鈴

木
啓
太
（
磐
梯
町
消
防
団
第
一
分

団
）▼
二
番
員
＝
五
十
嵐
史
朗（
第

五
分
団
）
▼
三
番
員
＝
遠
藤
義
徳

（
同
）▼
四
番
員
＝
佐
藤
優
樹（
同
）
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猪苗代支部消防操法大会
　　　　　＆
 会津地方消防操法大会

01　ポンプ操法は選手だけではできない。
　ほかの団員の応援や協力があってこそ可能に
　なる
02　筒先では放水に備えて余裕ホースを取る
03　第 1 線の延長が終わると、第 2 線の延長
　に備えて息を整える
04　開会式の様子。遠くからでも選手たちの緊
　張感が伝わってくる
05　3 番員、4 番員による吸管投入操作
06　「収め」の号令がかかると、息を合わせて
　後片づけ。筒先を背負いポンプ車へ戻る
07　猪苗代支部大会では第六分団と同点だった
　第二分団。第六分団の会津大会優勝により、
　会津大会でも活躍できる力があることが証明
　された

燃え上がる

　　　　
消防魂

0102

03

05

06

07

04

会津大会で優勝した
第六分団の筒先員交代


